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のやくそくについて－ 
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し ど う ぶ

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【登
とう

下校
げ こ う

時
じ

】 

○決
き

められた通学
つうがく

路
ろ

を通
と お

って７時
じ

５０分
ぷん

から８時
じ

１０分
ぷ ん

の間に登校
とうこう

します。 

 （昇降
しょうこう

口
ぐち

は７時
じ

５０分
ぷん

に開
あ

きます。） 

○防犯
ぼうはん

ホイッスル・防犯
ぼうはん

ブザーを身
み

につけ、黄色
き い ろ

い安全
あんぜん

帽子
ぼ う し

をかぶります。 

○忘
わす

れ物
もの

を途中
とちゅう

で取
と

りに帰
かえ

りません。 

○安全上
あんぜんじょう

の理由
り ゆ う

で、ランドセル脇
わき

には何
なに

も掛
か

けません。 

【学校
がっこう

での生活
せいかつ

】 

○学習
がくしゅう

に関係
かんけい

のないものは持
も

ってきません。 

（リップクリームの使用
し よ う

や薬
くすり

の服
ふく

用
よう

が必要
ひつよう

な時
とき

は、お家
うち

の人
ひと

に連絡帳
れんらくちょう

に書
か

いてもらいましょう。） 

○筆箱
ふでばこ

や筆箱
ふでばこ

の中身
な か み

は決
き

められた物
もの

を用意
よ う い

し、使
つか

います。 

○学校
がっこう

に来
き

たら、名札
な ふ だ

を付
つ

けます。名札
な ふ だ

は学校
がっこう

で買
か

えます。（ケース 60円・布
ぬの

６０円） 

 （１年生
ねんせい

は１学期
が っ き

の間
あいだ

は家
いえ

から名札
な ふ だ

を付
つ

けてきます。） 

○廊下
ろ う か

は右側
みぎがわ

を歩
ある

きます。 

（南校舎
みなみこうしゃ

では、１・２年生
ねんせい

は東階段
ひがしかいだん

を、４・６年生
ねんせい

は西階段
にしかいだん

を使
つか

います。） 

○子
こ

どもだけで非常
ひじょう

階段
かいだん

、ベランダ、屋上
おくじょう

には出
で

ません。 

○防火
ぼ う か

シャッター、火災
か さ い

報知器
ほ う ち き

、消火器
し ょ う か き

などはさわりません。 

○絵
え

の具
ぐ

のパレットや習字
しゅうじ

の筆
ふで

は、お家
うち

で洗
あら

います。 

○上履
う わ ば

きを忘
わす

れた時
とき

は、担任
たんにん

の先生
せんせい

と一緒
いっしょ

に借
か

りに行
い

き、後日
ご じ つ

必
かなら

ず洗
あら

って返
かえ

します。返
かえ

す時
とき

には、

お家
うち

の人
ひと

の確認
かくにん

（ハンコ）をもらってから返
かえ

します。貸出
かしだし

用紙
よ う し

は連絡帳
れんらくちょう

に貼
は

ります。 

【体育
たいいく

】 

○体育
たいいく

は体育
たいいく

着
ぎ

を着
き

て紅白
こうはく

帽子
ぼ う し

をかぶり、ゴムひもをつけます。 

○寒
さむ

い日
ひ

はレギンスなどのインナーやトレーナーを着用
ちゃくよう

してかまいません。 

（すぐに怪我
け が

の患部
か ん ぶ

の手当
て あ

てのできないタイツ、フード・チャック付
つ

きの上着
う わ ぎ

は着用
ちゃくよう

しません。） 

○上着
う わ ぎ

（半
はん

そでシャツ）は、ズボンの中
なか

に入
い

れます。 

○洗濯
せんたく

が間
ま

に合
あ

わないときは代
か

わりのＴシャツでの活動
かつどう

も認
みと

めます。（主
おも

に運動会
うんどうかい

練習
れんしゅう

の時期
じ き

） 

 

 

【休
やす

み時間
じ か ん

】 

○雨
あめ

がふっていたり、校庭
こうてい

がぬかるんでいたりする時
とき

は、校庭
こうてい

は使
つか

えません。 

○給食室
きゅうしょくしつ

の周
まわ

りや駐車場
ちゅうしゃじょう

、コンクリート部分
ぶ ぶ ん

では遊
あそ

びません。 

○中庭
なかにわ

の雲
うん

梯
てい

・鉄棒
てつぼう

・広場
ひ ろ ば

でも遊べます
あそ

。 

・雲
うん

梯
てい

の上
うえ

には登って
のぼ

遊びません
あそ

。 

・ボール遊び
あそ

・長
なが

なわ・鬼ごっこ
おに

はしません。 

・ただし、広場
ひ ろ ば

では、短縄
たんなわ

でのみ遊
あそ

べます。 

○高鉄棒
こうてつぼう

は低学年
ていがくねん

の児童
じ ど う

は使用
し よ う

しません。                  

【給食
きゅうしょく

・清掃
せいそう

・はみがき】 

○給食
きゅうしょく

中
ちゅう

は給食
きゅうしょく

着
ぎ

を着
き

ます。（トイレに行
い

く時
とき

は、ぬぎましょう） 

○小袋
こぶくろ

（ナフキン、マスク、ハブラシ、コップ）は毎日
まいにち

持
も

ち帰
かえ

って洗
あら

い、清潔
せいけつ

な物
もの

を持
も

ってきます。 

○マスクをつけ、ナフキンの用意
よ う い

をして待
ま

ちます。 

○決
き

められた階段
かいだん

を使
つか

います。 

 ・南校舎
みなみこうしゃ

では、給食
きゅうしょく

を取
と

りに行
い

く時
とき

は東階段
ひがしかいだん

を使
つか

います。 

・運
はこ

ぶ時
とき

と返
かえ

す時
とき

は西階段
にしかいだん

を使
つか

います。 

○給食
きゅうしょく

は先生
せんせい

と一緒
いっしょ

に取
と

りに行
い

きます。また、アルコール消毒
しょうどく

は先生
せんせい

にやってもらいます。 

○はみがきは、１時
じ

５分
ふん

から放送
ほうそう

に合
あ

わせて教室
きょうしつ

でします。 

○１時
じ

１０分
ふん

までは教室
きょうしつ

を出
で

てはいけません。 

○紅白
こうはく

帽
ぼう

子
し

をかぶって掃除
そ う じ

をします。 

【下校
げ こ う

・下校後
げ こ う ご

】 

○横
よこ

に広
ひろ

がらず、決
き

まった通学
つうがく

路
ろ

で帰
かえ

ります。 

○校庭
こうてい

に自転車
じ で ん し ゃ

で入
はい

ったり、校庭
こうてい

で物
もの

を食
た

べたり、飲
の

んだりしません。 

○自転車
じてんしゃ

は体育館
たいいくかん

脇
わき

の駐輪
ちゅうりん

スペースに停
と

めます。 

○１・２・3年生
ねんせい

の人
ひと

は、保護者
ほ ご し ゃ

の人
ひと

と一緒
いっしょ

の時
とき

に自転車
じ で ん し ゃ

に乗
の

りましょう。 

○下校後
げ こ う ご

に校舎
こうしゃ

に入
はい

るときは、職員室
しょくいんしつ

の先生
せんせい

にことわってから入
はい

ります。 

○校庭
こうてい

を使用
し よ う

できるのは原則
げんそく

５時
じ

までです。ただし、季節
き せ つ

によって暗
くら

くなる時間
じ か ん

がちがいますので、

家庭
か て い

でルールを決
き

めて暗
くら

くなる前
まえ

には家
いえ

に帰
かえ

るようにします。 

 片柳
かたやなぎ

小学校
しょうがっこう

には、学校
がっこう

のみんなが気持
き も

ちよく安全
あんぜん

に過
す

ごすための生活
せいかつ

のやくそくというものがあり

ます。みんなが守
まも

らないと、学校
がっこう

の生活
せいかつ

がなりたたなくなってしまいます。片柳
かたやなぎ

小学校
しょうがっこう

の児童
じ ど う

とし

て、やくそくをしっかりと守
まも

り、学校
がっこう

生活
せいかつ

を素敵
す て き

なものにしましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筆箱
ふ で ば こ

と筆箱
ふ で ば こ

の中身
な か み

       さいたま市立片柳小学校 生徒指導部 

け
し
ゴ
ム
（
白
） 

※
シ
ン
プ
ル
で 

に
お
い
の
し
な
い
も
の 

じ
ょ
う
ぎ 

※
お
り
た
た
み
式
は×

 

硬

筆
用

こ
う
ひ
つ
よ
う

鉛

筆

え
ん
ぴ
つ 

１
本ぽ

ん 

ネ
ー
ム
ペ
ン 

赤
青
え
ん
ぴ
つ 

※
キ
ャ
ッ
プ
は
１
つ
だ
け

つ
け
て
も
よ
い
。 

え
ん
ぴ
つ 

５
本 

（
一
・
二
年
）
４
Ｂ
以
上
の
も
の 

（
三
～
六
年
）
２
Ｂ
以
上
の
も
の 

※
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
の
は×

 

 

シ
ン
プ
ル
な
も
の
を
つ
か
い

ま
し
ょ
う
。 

①箱型
はこがた

 

②鉛筆
えんぴつ

ホルダーのついている

物
もの

 

③シンプルなデザインの物
もの

 

を使
つか

いましょう。 

全
すべ

てに名前
な ま え

を 

書
か

きましょう！ 

集中
しゅうちゅう

して勉強
べ ん き ょ う

するために、余計
よ け い

な物
も の

を

学校
が っ こ う

に持
も

ってきません。 



A：健康や安全を守るため  B：余計なトラブルを避けるため  C：学習・生活に集中するため  

D：その他 

やなぎっ子生活のやくそく細則 （R７．４．１策定） 

片柳小学校には、学校のみんなが気持ちよく安全に過ごすために「やなっぎ子生活のやくそく」を定

めています。この細則は、そのやくそくに載せきれない細かなきまりをまとめたものです。「やなっぎ子

生活のやくそく」と同様に、みんなが守らないと、学校の生活がなりたたなくなってしまいます。片柳

小学校の児童として、やくそくをしっかりと守り、学校生活を素敵なものにしましょう。 

細則は、主に以下の理由で定められています。 

 

 

 

項 目 詳   細 備 考 

持ち物について 

学習に必要ない

もの① 

（医薬品の類） 

・リップクリーム ・ハンドクリーム ・カイロ 

・薬 等 

※持ち込みや使用が必要な時は、お家の人に連絡帳に書い

てもらいましょう。使用する時は、できるだけ人目につ

かないようにしましょう。 

※リップクリームやハンドクリームは、薬用のもので、色

や香りがないものを使用しましょう。 

※カイロは、落とすなどがないよう、貼るタイプのものの

みとします。 

B、C 

※薬の服用について

は A（服用後に副作

用等で体調を崩す

場合もあります。必

ず担任にお知らせ

ください。） 

学習に必要ない

もの② 

・トランプやＵＮＯなどのカードゲーム 

・将棋などのボードゲーム  

B、C 

学習に必要ない

もの③ 

（髪飾り） 

・飾りの付いたヘアピン、ヘアゴム 

・カチューシャ 等 

※髪の毛の長い児童は、お家でしばったりまとめたりして

きましょう（安全や衛生を守るため）。その際、使用す

るものは、飾りのないシンプルな物を使用しましょう。 

Ａ、Ｂ、Ｃ 

学習に必要ない

もの④ 

（習い事の道具） 

習い事の道具を学校には持ってこないようにしましょう。

学童関係で必要な物については、前日の学童のお迎えの際

に、お家の人に持ってきてもらい、前日までに学童に置い

ておくようにしましょう。 

B 

学習に必要ない

もの⑤ 

（暑い時期） 

・ポータブル扇風機（手持ち、首掛け）等 

※登下校中の冷感タオル等の使用は認めますが、校内での

使用はやめましょう。 

A、C 

学習用具につい

て 

学習に関する用具については「筆箱と筆箱の中身」に準じ、

キャラクターものは使用しないようにしましょう。 

B、C 



名札について 登校後、左胸に着けます。ない場合は、各学級にあるクリ

ップ付きのネームカードホルダーにクラス･名前を書いた

紙を入れて身に着けます。下校時に担任に返却し、翌日名

札を忘れずに持ってきます。 

A 

水筒について 年間を通して持ってきてかまいません。中身は水かお茶と

します。肩ひも等がついていて両手がふさがらないタイプ

をおすすめします。 

A 

首から下げる物

の使用禁止 

・肩掛けのティッシュ･ハンカチケース 等 

※遊具等に引っかかる事故が起こりえます。水筒や探検バ

ッグ等も首から下げますが、身に着けた状態では遊具遊

びをしないようにしましょう。 

Ａ 

置き勉について 登下校の際、荷物が重くなりすぎないように、全て持ち帰

るのでなく、学校に置いていってよいものを学年で揃えて

決めています。 

A 

   

登下校 

荷物の持ち方に

ついて 

脱いだ上着をランドセルの蓋に挟んだり、小袋等を脇に掛

けたりしないようにしましょう。手で持つか手提げ袋の中

に入れましょう。 

A 

下校時刻につい

て 

その日の最後の授業が終わって２０分後には、昇降口を出

るようにしましょう。昇降口から出た後も、用がなければ

速やかに下校しましょう。 

A 

下校について 原則、下校は登校と同じ道を通り、下校先を変えないよう

にしましょう。ランドセルを背負ったまま、友達の家等に

は行きません。やむを得ない事情がある場合は、お家の人

に連絡帳に書いてもらいましょう。 

A 

   

学校での生活 

校内での上着の

着用について 

校内では、登下校時に着用する上着（アウター）は原則脱

いで生活します。校内で上着を脱いで生活できるよう、服

装を考えて登校しましょう。また、脱いだ上着は、教室の

イスには掛けず、ロッカーやランドセルにしまいましょ

う。ただし、暖房のない特別教室等では、移動を含めて着

用を可とします。 

A 

   

休み時間 

中庭の遊び方に

ついて 

中庭は走りません（鬼ごっこ×、北校舎と校庭の行き来の

際×）。遊具の使用は、下の学年が優先です。 

A 



校舎内の過ごし

方について 

理由がない限り、他のクラスや特別教室に行かないように

しましょう。 

A、B 

タブレットの使

用について 

①原則休み時間に使用しません。 

②休み時間に使用する場合は教員の許可が必要となりま

す。 

③学習に関係のないサイトやアプリにはアクセスしませ

ん。  

B、C 

   

体育の学習 

赤白帽について 忘れた場合、体育の学習や外遊びに参加できません。掃除

の時間は代わりに黄色帽を着用します。 

A 

体育着の代わり

について 

暑い日が続く場合や運動会練習の時期等、洗濯が間に合わ

ないときは、体育着の代わりに、白の Tシャツや短パン（運

動に適したもの）での活動も認めます。 

ただし、週の初めは必ず、体育着を着ましょう。 

A 

※①熱中症対策として  

②汚れが目立つので 

清潔に保てる 

寒い時季の服装

について 

寒い日はレギンスなどのインナーやトレーナーを着用し

てかまいません。ただし、運動に適した上着、インナーと

します。 

※フード付きのジャージやパーカー、ピステ、チャック付

のジャージやパーカー等は着用しません。 

※体育の時以外で体育着の上に上着を着る場合は、上着に

名札を付けましょう。 

※すぐに怪我の患部の手当てのできないタイツは着用し

ません。 

A 

   

下校後 

学校に物を忘れ

た場合 

原則、放課後の学校に忘れ物を取りに来ないようにしまし

ょう。宿題に関わる物等については、翌日忘れた旨を担任

に伝えるだけで構いません。どうしても必要な物の場合

は、お家の人に連絡をしてもらい、必ずお家の人と来るよ

うにしましょう。校舎に入る時と出る時は、必ず職員室に

一声掛けるようにしましょう。 

A 

授業参観・懇談会

の時 

懇談会中、待機児童の校庭の使用は禁止です。待機場所に

ついては、学年で決めますのでそれに従いましょう（低学

年は、片小ホールでのお預かりがあります）。 

A 

校庭の使用の制

限について 

原則、卒業後は片柳小学校の校庭は使用できません。また、

他校の児童も使用できません。反対に、片柳小の児童も他

校の校庭を使用しないようにしましょう。また、雨天時の

A、B 

D（校庭の環境整備の

ため） 



校庭には入らないようにしましょう。 

   

保護者 

PTA名札の着用

について 

来校時は、PTA名札または臨時入校証を着用ください。

それらの着用がない場合は、職員が声掛けさせていただく

ことがございますので、御了承ください。 

A 

車での児童の送

迎について 

児童の怪我や病気以外での車の送迎は、原則ご遠慮くださ

い。やむをえず、校内へ車を乗り入れる場合は、児童の安

全に十分留意してください。また、近隣の公共施設や店舗

等での駐停車も御遠慮ください。 

A、B 

 

 

  


